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「新型インフルエンザ瀕開撒の注意事項についてのお願い偉ついて（依頼）
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平成21年1・1月30日
厚　生・労　働　省

新型インフルエンザ治療に携わる医療関係者の皆様へ
　　（治療開始後の注意事項についてのお願い）

O　インフルエンザ罹患時の異常行動及びタミフル服用後の異常行動等について、本
　年6月16日の安全対策調査会において、「リン酸二二ルタミビル（タミフル）に
　ついて」がとりまとめられ、

　1）インフルエンザ自体に伴い、異常行動が発現する場合があることがより明確に
　　なった。

　2）タミフルについて現在講じられている措置（注1）は、現在も妥当であり、引き．

　　続き医療関係者、患者・家族等に対し注意喚起を図ることが適当である。
　3）同時に、他の抗インフルエンザウイルス薬についても、同様に異常行動等に関
　　する注意喚起（注2）を継続することが適当である。

　とされています。

　　また、本年9月から、リン酸オセルタミビル（タミフル）、ザナミビル水和物（リ
　レンザ）、アマンタジン塩酸塩（シンメトレル等）においては、改めて注意喚起の
　徹底を実施しております。

○　一方、インフルエンザ罹患時の異常行動に関する研究班（岡部班）において、・新

　型インフルエンザが99％以上を占める現在のインフルエンザの流行状況に合わ
　せ、異常行動の報告が急増しており、これには抗インフルエンザウイルス薬処方を
　受けた例並びに抗インフルエンザウイルス薬の処方を受けていない例が共に含まれ
　るとともに、転落例も報告されています。

○　また、抗インフルエンザウイルス薬の製薬企業からの副作用報告においても、異

　常行動の報告が流行に合わせて増加しており、この報告にも転落事例が含まれてい
　ます。

O　以上のことから、新型インフルエンザの罹患及び新型インフルエンザに対する抗
　ウイルス薬処方に際しても、従来の季節性インフルエンザ同様に、異常行動発現の

おそれがあることが異常行動の報告状況からも明らかであるため、以下の点につい
て従来の季節性インフルエンザ同様に御配慮いただきたくお願いいたします。

　万が一の事故を防止するための予防的な対応として、特に小児・未成年者
については、噛 Cンフルエンザ（新型インフルエンザを含む）と診断され治療
が開始された後は、タミフルの処方の有無を問わず、異常行動発現のおそれ
があることから、自宅において療養を行う場合、

　①異常行動の発現のおそれについて説明すること
　②少なくとも2日間、保護者等は小児・未成年者が一人にならないよう
　　配慮すること

が適切であると考えられます。

　このため、インフルエンザ治療に携わる医療関係者においては、恵者・家
族に対し、その旨説明を行っていただきたい。



！

（注1）平成19年3月20日の緊急安全性情報＝

　10歳以上の未成年の患者においては、因果関係は不明であるものの、本剤
の服用後に異常行動を発現し、転落等の事故に至った例が報告されている。

このため、この年代の患者には、合併症、既往歴等からハイリスク患者と判

断される場合を除いては、原則として本剤の使用を差し控えること。
　また、小児・未成年者については、万が一の事故を防止するための予防的

な対応として、本剤による治療が開始された後は、①異常行動の発現のおそ

れがあること、②自宅において療養を行う場合、少なくとも2日間、保護者
等は小児・未成年者が一人にならないよう配慮することについて患者・家族
に対し説明を行うこと。

　なお、インフルエンザ脳症等によっても、同様の症状が現れるとの報告が

あるので、上記と同様の説明を行うこと。

（注2）平成19年12月26日のザナ・ミビル水和物及び塩酸アマンタジンに
対する服用・使用後の異常行動等に関する使用上の注意の改訂＝

　因果関係は不明であるものの、本剤の服用後に異常行動等の精神神経症状
を発現した例が報告さ・れている。、

　小児．・未成年者については、異常行動による転落等の万が一の事故を防止

するための予防的な対応として、本剤による治療が開始された後は、（1）異
常行動の発現のおそれがあること、（2）自宅において療養を行う場合、少な
くとも2日間、保護者等は小児・未成年者が一人にならないよう配慮するこ
とについて患者・家族に対し説明を行うこと。

　なお、インフルエンザ脳症等によっても、同様の症状が現れるとの報告が
あるので、上記と同様の説明を行うこと。」　　　　　　　　　’
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